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第52図　土坑52
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相を呈している。遺物は出土していない。本土坑は、遺構の形態からみて、貯蔵穴と考えられる。時
期は伴出遺物がなく不明である。

土坑53（第53図）
位置　調査区の西部ＢＣ・ＢＤ－16区に位置する。
遺構　平面形は歪んだ円を呈する。規模は確認面で径1.4ｍ程、底面では径2.1ｍ程、底面の面積は
3.64㎡である。確認面からの深さは1.1ｍ程で、底面は平坦である。壁は全体に内側へオーバーハング
して立ち上がり、袋状を呈する。埋土は黒色土を主体とし、５層に区分される。堆積状態は自然堆積
とみなされる様相を示している。
遺物　土坑内からは、５群の土器片が５点出土している。第53図１は底径４㎝程の斜行縄文が施文さ
れた小型土器。
時期等　本土坑は、出土遺物や埋土の堆積状態からみて、５群土器期の貯蔵穴と考えられる。

土坑56（第54図）
位置　調査区の東部ＢＤ－15区に位置する。
遺構　平面形は歪んだ円を呈する。規模は確認面で径60㎝、底面では径55㎝である。確認面からの深
さは10㎝程と浅く、底面はほぼ平坦である。壁の立ち上がりは緩やかである。埋土は黒色土１層のみ
である。
遺物　土坑の中央部に安山岩の大型礫が２個、１群７類の石器１点が配されている。第54図１は緑泥
片岩製とみられる石皿。
時期等　出土遺物や埋土の堆積状態からは時期や用途を特定する手がかりは得られていない。

土坑57（第54図）
位置　調査区の南西部ＢＤ－14区に位置する。
遺構　平面形は歪んだ円を呈する。規模は確認面で径70㎝程、底面では径50㎝程、底面の面積は0.26㎡
である。確認面からの深さは20㎝程で、底面は北西側へと傾斜している。壁は北部分では若干オーバー
ハングする。埋土は黒色土１層のみである。遺物は出土していないため、時期や用途を特定する手が
かりは得られていない。

土坑58（第55図）
位置　調査区の西部ＢＤ－15区に位置する。
遺構　平面形は歪んだ円を呈する。規模は確認面で径1.2ｍ程、底面では径1.3ｍ程、底面の面積は1.3㎡
である。確認面からの深さは50㎝程で、底面は東側へ傾斜する。壁は全体に内側へオーバーハングし
て立ち上がり、袋状を呈する。西壁は急角度で立ち上がる。埋土は黒色土を主体とし、５層に区分さ
れる。遺物は出土していない。本土坑は、遺構の形態から、貯蔵穴とみなされる。時期は伴出遺物が
なく不明である。

土坑59（第56図）
位置　調査区の南西部ＢＤ－14区に位置する。南側の一部が調査区外に拡がる。
遺構　平面形は歪んだ円を呈する。規模は確認面で径90㎝程、底面では径1.3ｍ程である。確認面から

２．遺構と出土遺物
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第53図　土坑53と出土遺物
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第54図　土坑56・57と出土遺物

２．遺構と出土遺物
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第55図　土坑58
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第56図　土坑59

の深さは70㎝程で、底面はほぼ平坦である。壁は全体に内側へオーバーハングして立ち上がり、袋状
を呈する。埋土は暗褐色土と黒色土、黒褐色土の３層に区分される。埋土は埋め戻された様相を呈し
ている。
遺物　土坑内からは、剥片類と礫類各１点が出土したのみである。
時期等　本土坑は、遺構の形態からみて、貯蔵穴と考えられる。時期は伴出遺物がなく不明である。

２．遺構と出土遺物
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土坑60（第57図）
位置　調査区の南西部ＢＥ－14区に位置する。
遺構　平面形は不整形である。規模は確認面で１ｍ程、底面では径1.2ｍ程、底面の面積は1.28㎡であ
る。確認面からの深さは60㎝程で、底面はほぼ平坦である。壁は全体に内側へオーバーハングして立
ち上がり、袋状を呈する。埋土の堆積状況は不詳である。遺物は出土していない。本土坑は、遺構の
形態からみて、貯蔵穴と考えられる。時期は伴出遺物がなく不明である。

土坑62（第57図）
位置　調査区の西端ＢＧ－16区に位置する。土坑65と重複するが、新旧関係は不明である。
遺構　東側1/2が消失しており、平面形は不明である。規模は確認面で径70㎝前後と思われる。確認
面からの深さは50㎝程で、底面および壁は、大きく歪む。埋土は黒色土１層のみである。出土遺物や
埋土の堆積状態からは時期や用途を特定する手がかりは得られていない。

土坑63（第58図）
位置　調査区の南西端ＢＥ・ＢＦ－14区に位置する。
遺構　平面形は歪んだ円を呈する。規模は確認面で径1.4ｍ程、底面では径1.3ｍ程、底面の面積は
1.24㎡である。確認面からの深さは70㎝程で、底面はほぼ平坦である。壁は全体に内側へオーバーハ
ングして立ち上がり、袋状を呈する。埋土は黒色土を主体とし、４層に区分される。堆積状態は自然
堆積とみなされる様相を示している。遺物は出土していない。本土坑は、遺構の形態からみて、貯蔵
穴と考えられる。時期は伴出遺物がなく不明である。

土坑64（第58図）
位置　調査区の南西端ＢＧ－14区に位置する。
遺構　平面形は歪んだ円を呈する。規模は確認面で径1.1ｍ程、底面では径1.2ｍ程、底面の面積は
1.24㎡である。確認面からの深さは60㎝程で、底面はほぼ平坦である。壁は全体に内側へオーバーハ
ングして立ち上がり、袋状を呈する。埋土は黒褐色土を主体とし、５層に区分される。堆積状態は自
然堆積とみなされる様相を示している。遺物は出土していない。本土坑は、遺構の形態からみて、貯
蔵穴と考えられる。時期は伴出遺物がなく不明である。

土坑65（第59図）
位置　調査区の西端ＢＦ－16区に位置し、土坑62と重複する。新旧関係は不明である。また、土坑67
を切って構築している。
遺構　平面形は北西－南東方向を長軸とする歪んだ長円である。規模は確認面で長径2.3ｍ程、短径
1.7ｍ程、底面では径2.4ｍ程、底面の面積は4.68㎡と44基の土坑の中ではもっとも大きい。確認面か
らの深さは90㎝程で、底面はほぼ平坦である。壁は全体に内側へオーバーハングして立ち上がり、袋
状を呈する。埋土は黒色土を主体とし、９層に区分される。堆積状態は埋め戻された様相を呈してい
る。
遺物　土坑内からは、剥片類４点が出土したのみである。
時期等　本土坑は、遺構の形態からみて、貯蔵穴と考えられる。時期は伴出遺物がなく不明である。
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第57図　土坑60・62

２．遺構と出土遺物



第Ⅱ章　調査の記録

─ 72 ─

第58図　土坑63・64
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第59図　土坑65

２．遺構と出土遺物
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土坑66（第60図）
位置　調査区の中央部ＡＸ－16区に位置する。
遺構　平面形は北西－南東方向を長軸とする歪んだ長円である。規模は確認面で長径1.1ｍ程、短径
95㎝、底面では径1.8ｍ程、底面の面積は2.44㎡である。確認面からの深さは1.15ｍで、底面は中央側
へと傾斜している。中央に底面ピットを有する。壁は全体的に内側へオーバーハングして立ち上がり、
袋状を呈する。埋土は黒色土を主体とし、６層に区分される。堆積状態は自然堆積とみなされる様相
を示している。
遺物　土坑内からは、２群１点、５群５点の土器片と、１群３類１点、４類１点の石器、剥片類１点、
計９点の遺物が出土した。第60図１は斜行縄文がつく２群土器口縁。２～５は５群土器。２は無文の
口縁。３は胴部破片で、弥栄平 (2)式とみられる。４・５は底部破片。６は石匙。７はＵフレイク。石
材はいずれも珪質頁岩。
時期等　出土遺物や遺構の形態からみて、５群土器期の貯蔵穴と考えられる。

土坑67（第61図）
位置　前述した土坑65の南東側に重複して位置する。土坑65に切られている。
遺構　平面形は円を呈する。規模は確認面で径1.45ｍ程、底面では径1.2ｍ程、底面の面積は1.2㎡で
ある。確認面からの深さは1.1ｍ程で、底面は２段構造となっており、東側へと傾斜している。壁は急
角度で立ち上がる。埋土は黒色土を主体とし、７層に区分される。堆積状態は、土砂が人為的に廃棄
されて埋まっていった様相を示している。遺物は出土していない。
時期等　本土坑は前述のとおり、人為的に土砂が廃棄され、埋まっていったとみなされる土坑であり、
このことが本土坑の用途を特定する鍵になるものと考えられる。時期は土坑65に切られていることか
らみて、５群土器期以前に属するものと考えられる。

土坑93（第62・63図）
位置　調査区の東部ＡＪ－21区に位置する。
遺構　平面形は歪んだ円を呈する。規模は確認面で径90㎝程、底面では径1.4ｍ程、底面の面積は1.56㎡
である。確認面からの深さは1.4ｍ程で、底面は西側へと傾斜している。壁は全体に内側へオーバーハ
ングして立ち上がり、袋状を呈する。埋土は黒褐色土を主体とし、11層に区分される。堆積状態は自
然堆積とみなされる様相を示している。
遺物　土坑内からは一括の円筒土器２個体が出土した。このほか、２群２点、３群３点、５群５点の
土器片と、１群３類１点、４類１点の石器、剥片類６点、計18点の遺物が出土した。第63図１は口径
28㎝、器高31㎝、底径14㎝程の完形土器で、口縁部がわずかながら外反する器形である。口縁部には
３条の縄線文がめぐり、縦位に４単位で２条の縄線文が施文される。胴上半部は結束羽状縄文、胴下
半部は木目状撚糸文が施されている。２は口径22㎝、器高36㎝、底径12㎝程の口径に比し器高が高い
細身の円筒土器である。口縁部には２条の縄線文がめぐる。地文は結束羽状縄文である。３・４は３
群土器胴部破片。５は削器の未製品。６はＵフレイク。石材はいずれも珪質頁岩。
時期等　本土坑は、出土遺物や遺構の形態からみて、３群４類土器期の貯蔵穴と考えられる。
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第60図　土坑66と出土遺物

２．遺構と出土遺物
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第61図　土坑67
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第62図　土坑93

２．遺構と出土遺物
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第63図　土坑93出土遺物



─ 79 ─

第64図　土坑95と出土遺物(1)

２．遺構と出土遺物
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土坑95（第64・65図）
位置　調査区の東部ＡＮ－19区に位置する。
遺構　平面形は南北方向を主軸とする歪んだ長円である。規模は確認面で長径70㎝程、短径45㎝程、
底面では長径55㎝程、短径40㎝程で、底面の面積は0.16㎡である。埋土は黒褐色土１層のみである。
遺物　土坑内からは、２個体分に相当する５群１類土器の一括土器が得られたほか、１点が出土した。
第64図は同一個体とみられる土器。口径35㎝。緩やかな波状口縁で、口縁部および胴上半部には、曲
線の沈線文が描かれている。第65図６・７は同一個体とみられる。緩やかな波状口縁で、口縁部およ
び胴上半部には３本組の並行する沈線文の上に、Ｓ字状の沈線文が縦に連続して描かれる。８は口縁
部。９は胴部破片。
時期等　出土遺物や埋土の堆積状態から用途を特定する手がかりは得られていない。時期は５群１類
土器期に属するものと考えられる。

第65図　土坑95出土遺物(2)



─ 81 ─

土坑110（第66図）
位置　調査区の中央北端ＡＸ－18区に位置する。調査範囲外に一部かかるため規模は不明である。
遺構　西半部は調査区外に拡がっており、平面形は不明である。規模は確認部分で径1.6ｍ程、底面で
は径1.5ｍ程である。確認面からの深さは30㎝程、底面は西へと傾斜する。壁の立ち上がりは緩やかで
ある。埋土は黒褐色土を主体とし、４層に区分される。遺物は出土していないため、時期や用途を特
定する手がかりは得られていない。

土坑44（第67図）
位置　調査区の西部ＢＢ－16区に位置する。
遺構　平面形は円を呈する。規模は確認面で径1.7ｍ程、底面では径１ｍ程で、底面の面積は0.87㎡で
ある。確認面からの深さは1.1ｍ程である。底面は平坦である。壁は急角度で立ち上がる。埋土は黒色
土を主体とし、12層に区分される。
　土坑の上部は破損。幅10～20㎝内外、厚さ３㎝、確認される長さ90㎝を測る板で、径1.1ｍの側を
作る。底は標高48.7ｍ、底板が敷かれている。底板の厚さは５㎝である。底板の下には粘土が充填さ
れており、水漏れを防いでいる。
遺物　近代のガラスや櫛などが出土したほか、１群４類１点の石器、剥片類３点の遺物が出土した。
時期等　ガラスなどが出土していることからみて、近代以降の肥溜め等の施設と考えられる。

　（4）　その他の遺構

　　1）柱穴列

柱穴列18（第68図）
位置　調査区の東端ＡＩ－22・23区に位置する。
遺構　３間の杭列である。長さ3.4ｍ、柱間寸法は北から0.6ｍ・１ｍ・1.6ｍで、方位はＮ－37°－Ｅで
ある。柱掘方は径30～40㎝の円～楕円形で、深さは10㎝前後である。遺物は出土せず、時期も不明で
ある。

柱穴列92（第68図）
位置　調査区の西部ＢＢ・ＢＣ－17区に位置する。
遺構　２間の柵である。長さ3.8ｍ、柱間寸法は東から1.8・２ｍで、方位はＮ－88°－Ｅである。柱掘
方は径20～28㎝の円～楕円形で、深さ12～40㎝を測る。埋土は黒色土である。本柵列は調査区外への
びて掘立柱建物になる可能性がある。遺物は出土せず、時期も不明である。

　　2）土器埋設遺構

土器埋設遺構35（第69図）
位置　調査区の東部ＡＮ－17区に位置する。Ⅳ層において確認した
遺構　掘方は不整な円形を呈し、23×21㎝を測る。深さは土器最高面から最低面まで15㎝を測る。埋
土は掘方を含め、２層に区分される。土器内部と掘方は黒色土が堆積する。

２．遺構と出土遺物
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第66図　土坑110
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第67図　土坑44

２．遺構と出土遺物
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第70図　焼土８・94・112、柱穴97・98と出土遺物、集石39

２．遺構と出土遺物
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推測される。弧状をなす石組の内側は被熱して、赤色化している。遺物はない。

焼土112（第70図）
位置　調査区の東部ＡＯ－17・18区に位置する。竪穴住居21の調査後、Ⅱ層を掘り下げたところ、半
円形をなす石組を確認した。石組の北側半分は誤って取り上げてしまったようである。
遺構　焼土は径35㎝程の円形の範囲に分布する。焼土の厚さは５㎝程で、炭化物や灰などはない。遺
物はない。

　　4）柱穴様ピット
　
　柱穴様ピットは調査区全域より検出されている。検出状況には規則的な配列や、規模の斉一性もな
く、ほとんど建物跡を復元することは出来なかった。

柱穴97・98（第70図）
位置　調査区の北東部に位置する。両者の間隔は1.2ｍ程離れている。
遺構　平面形ともに円形を呈する。規模は97が確認面で径30㎝、底面で径25㎝程、98が確認面で径
34㎝、底面で12㎝程である。確認面からの深さは97が39㎝と深いのに対し、98は26㎝とやや浅い。底
面は97が平坦になっているのに対し、98は傾斜する。
遺物　97からは３群土器３点、98から３群土器３点が出土した。第70図１は口縁、２・３は胴部破片
である。
時期等　柱穴様ピット97の北側に柱穴様ピット96が位置していることから、３群期の竪穴建物が存在
していた可能性が考えられる。しかしながら、調査区北東部は削平を受けていたため、不詳である。

　　5）集石

集石39（第70図）
位置　調査区の東部北端ＡＯ－20区に位置する。
遺構　Ⅳ層上面に張り付く平坦な形で確認された。規模は長径73㎝、短径70㎝程であるが、北側は調
査区外へ拡がる。礫は５～20㎝大で総数40点程出土した。それらはほとんど上下に重なり合う状態に
はなかった。浅い掘り込みはあるものの、ほかに下部構造は確認されなかった。ほかに遺物は出土し
ていないため、時期や用途などは不明である。




